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血液の成分
血液は、人間の体に必要な酸素や栄養分を体中に運んでいます。

血液製剤の種類
献血で集められた血液は、さまざまな薬となって、患者さんのもとに届きます。

血液の量
体の中に流れている血液は、体重のおよそ13分の１です。

血液型
血液には、いろいろな型があります。

【主な血液型】
　■赤血球の型：ABO型、Rh型
　■白血球の型：HLA型
　　輸血をするときは、誰の血液でも良いというわけではありません。
　　同じ血液型の血液を輸血しないと、重い副作用が生じてしまいます。
　　原則的に、ABO型とRｈ型は同じ型のものを合わせて輸血します。

　　日本人の血液型は多い順からA型、O型、B型、AB型となっています。
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●体内の炭酸ガスを肺へ運
　び、組織呼吸で空気中に放出
●栄養分を体の各部に運ぶ
●老廃物を腎臓から排出

●肺で酸素を取り込んで、 　
　体の各部へ運ぶ

●体内に侵入した細菌や　
　ウイルスを消化・殺菌

●血管が損傷したときに、血管
　をふさいで出血を止める
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輸血用血液製剤 血漿分画製剤

●保存温度  2～6℃
●有効期間 採血後21日間

赤血球製剤
出血および赤血球が不足す
る状態、またはその機能低下
による酸素欠乏のある場合
に使用されます。

血液凝固第Ⅷ因子製剤

血友病などに使われます。

アルブミン製剤

やけどやショックなどの場合
に使われます。

免疫グロブリン製剤

その他

重症感染症、川崎病、ある種
の神経疾患、免疫機能が低下
した場合などに使われます。

血小板製剤

●保存温度 20～24℃
●有効期間 採血後4日間
　要振とう

血小板の減少またはその機
能低下による出血ないし出
血傾向のある場合に使用さ
れます。

血漿製剤

●保存温度 -20℃以下
●有効期間 採血後1年間

複数の血液凝固因子の欠乏
による出血ないし出血傾向
のある場合に使用されます。

全血製剤

●保存温度  2～6℃
●有効期間 採血後21日間

大量出血などすべての成分
が不足する状態で、赤血球と
血漿の同時補給を要する場
合に使用されます。

いただいた
献血血液

献血血液の約半分は
輸血以外に使われています。


